
回 
厚生労働省「食品安全情報」ホームページの 変更について 

食品安全情報ホームページについて、 見やすさの観点から 以下の改善を 

行 う 予定。 
新しいホームページで 3 月中旬からの 運用を目指し、 作業を進めている。 

来今回は見やすさの 観点からの改善、 ホームページの 掲載内容に関する 

研究会の指摘についても、 別途改善を目指して 検討を進める。 

今回の改善 点 

「．視認性の 向上 

・背景の白に 対して水色の 文字を紺色に 変更するなど、 よりコントラスト 

の強調できる 色に変更 

・リンク先について 色分けのほか、 囲み文字や下線を 活用 

2. 情報量の適正化 

，食品安全情報ぺ ー ジ は ついて、 ぼとんどスクロールすること 無しに 項 

目 が確認できるよう、 情報量を削減し 適正化 



( 改善後の画面 ( 予定 バ 

食品安全情報 

  
～食品の安全世の 確保を通じた 国民の健康の 保護のために ～ 

      
食品の安全に 関する Q&A     最新のお知らせ ( 国立医薬品食品衛生研究所ホームページヘリンク ) l   

0 一 157 、 中海綿状脳症 (BS 日   
遺伝子組換え 食品、 アレルギ一 口更新情報 ( 最新の 10 件を掲載 ) ～更新情報一覧 
物質を含む食品の 表示など 一 
l 報道発表資料一覧   l 

l パ ブリ ・ ソク コメント   

御意見を募集しています ! 

審議会・桂村会 

●薬草・食品衛生審議会 
●審議会等委員名簿 
●健康食品に 係る制度のあ り方 
に関する検討会 
●食の安全に 関するリスクコミュ 
ニケーションの 在り方に関する 
研究会 

l 消費者向け情報 l 

一 
一 
l 関連サイト ( 国内・海外 )l 

食品の安全に 関する行政の 取組 
や情報提供の 在り方についての 
御意見を、 厚生労働省食品安全部 
企画情報課あ て下記メールアドレ 
ス又は FAX にてお寄せください。 
メールアドレス : 
S,ok Ⅱ (Com Ⅲ umleatlo れ れ @m@ Ⅱ hw.   O         

FAX:03 一 3503 一 7965 

・ 04/1l ほ 9 三型肝炎ウイルス 感染事例について 

・ 04 ⅡⅥ 9 急性の脳症を 疑う事案の発生について 

盤 % 増鈍牛 兵雙 SE 検査で感染が 確認された牛における 異常プリオンたん 白質の蓄積に 関する調査 
  04 ハ 0/22 急性の脳症を 疑う事案の発生について 

・ 04/@0/0l 平成「 5 年度輸入米の 検査結果について 

  04/097@6 米から有機ヒ 素化合物が検出されたという 茨城県の発表について (Q&A) 

  04/07/30 ヒ ジキ中のヒ素に 関する Q&A 

  04/06/l8 シンフィッ ム i いわかるコンフリー j 及びこれを含む 食品の取り扱いたついて [ その 2.@ 

  04/06 ハ 7 中国産冷凍ほ う れんそ う の輸入自粛解除について 

  04/067l4 シンフィ ツム ( いわめ るコンフリ一 ) 及びこれを含む 食品の取り扱いについて 

lT 品の安全に関するリスクコミュニケーションの 取組 l 

意見交換会、 新たな規制の 設定などの際に 行う意見聴取 ( いわゆる パ プリック・コメント ) 、 
ホームページによる 情報発信など 

  意見交換会 ( 開催案内、 開催結果 )l 

一 
■食中毒 
■食品添加物 
■食品残留農薬 
■食品中の化学物質 
水銀 ( 魚介類等 ), ヵドミ ウム，ダイオキシンなど 

■器具・容器包装、 おもちゃ，洗浄剤 
■ 牛 海綿状脳症 (BS 日 
■遺伝子組換え 食品 
■健康食品 
■食品表示 
■輸入食品監視 
■その他 
高 病原性 鳥 インフルエンザ ，食品の安全確保に 関する取組など 



食品安全， l 青軸   
五の オ 二三ヱ と ・公一 :.: ぎ 一 % 探 L 五 

億 新 の 柑報 をお知らせします。 

食品安全関係 ユロ ゴ去 " ム Ⅰの・改正に " 

いで 

7 玉 ヱ リンクコメント ( こ % 現 を募 
@LXL 、 ・ @@_!J 。 

黛 混交換会Ⅰ開催 温内 、 開催 

結果 ョ 

"""""" 

薬事 ・食品衛生き 挺会 

審舐 金華名簿 
食品の表示に 関する共同会 蕾 

健康食品に係る 制度のあ り方に関する 

検討会 

Q&A コーナー 

( 現行の画面 ) 
  丑 G は TUR パ GLNll     

  確保を通じた 田   

  

  

口 緊 @ ィ ・き報 穏且倹無 ・ 蛭 ・ 
・ 04/l2%4 米から有機ヒ 素化合物フェニ ル メチルアルシン 酸 (PMA り 
が 検出されたという 発表について " 。 潮 " 
. 04 ハ Ⅴ 29 三型肝炎ウィルス 感染事例について 食捜 脇屋 睡囲 - 
. 04/ Ⅱ ハ 9 急性の脳症を 疑う事案の発生について 艇 。 '"" 。 " 。 ' 
・ 04 ハ Ⅴ 0l 死亡 牛 BSE 検査で感染が 確認された牛における 異常プリ 

オンたん白質の 菩 祇 に関する調査研究結果について 食品の安全性に 関する行政の 取り組 

・ 04/l0/22 急性の脳症を 疑う事案の発生について 
みや情報提供のあ り方についてのご 

意見があ れば、 下記メールアドレスま 

・ 04 ハ 0/0l 平成 15 年度輸入米の 検査結果について たは FAX にてお寄せ下さい。 
メール : 

・ 04/09 月 6 米から有機ヒ 素化合物が検出されたという 茨城県の発表に svokucommunication@olmmhlwgo 田 
ついて (Q&A) FAX:03 一 3503 一 7965 

・ 04/07/30 ヒ、 ジキ中のヒ素に 関する Q&.A 

・ 04/06 ハ 8 シンフイソ ム ㏄ ¥ わゆるコンフリ 一 ) 及びこれを含む 食品の 
取り扱いについて @ そのが 

・ 04/06 ハ 7 中国産冷凍ほうれんそうの 輸入自粛解除について 

・ 04/06/14 シンフィ ツム ( いわぬ る コンフリ一 ) 及びこれを含む 食品の 

取り扱いについて 

. 04/03 ハ 2 食 烏 検査における 高 病原性 烏 インフルエンザ・スクリーニ 
ング検査の実施について 

・ 03 ハ 2/22 都道府県等から 報告されたいわゆる 健康食品に係る 健 庚 

被害事例について ( お知らせ ) 

分野別施策 
  珊 "' 。 '" "" 宙 " 一   二食 亜毒 ■ 迫 佳子組換え且且   口器 日 ・容器包装おもちや、 サ争剤 

" 一 mSSS&@@  =l   T-@@S@.r-'-T@@@a@ 

■その他 

食 丘の中全確保に 関する取組   目   こ         の， ;'. 一プ @ 
ス 制度高病原性 L 烏 インフルエンザに 閲する周知価 席に ついて 宜育シ 
塞 。 ' 。 

日 新着情報 

・ 05/0l/?4 輸入食品に対する 検査命令の実施について ( オーストラリ 

ア産とうもろこし ) 

・ 05/0l   13 第 3 回金品の安全に 関するリスクコミュニケーションの 在り 
方に関する研究会資料 

. 04/ll/26 第 2 回食品の安全に 関するリスクコミュニケーションの 在り 
方に関する研究会臣事録 

・ 04/ll/05 第 Ⅰ日食品の安全に 関するリスクコミュニケーションの 在り 

方に関する研究会無事録 

・ 05/0l   1l 食品安全委員会への 食品健康彩世評価の 依頼について 

ョ 
づ トピックスー 苦を見る 

ロ トビツクス 

・ 04 ハ 2/27 葉手・食品衛生蕃 辣 会食品衛生分科会資料 ( 平成 l6 年 

l2 月 27 日開催 分 ) 

Ⅰ /7 フ ワ のれ 目 / の Ⅱ / ワ 7 ワ 1 . ワ 0 



食品安全情報 http:/ 而 ℡ wv.lnh №・ 9o.jp/topics/b 皿 yol(u/iyaku/syoku 一       
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・ 03/09/05 「サウ ロ パス・アンドロ ジ ナス ( 別名アマ ダ シバ ) を含む粉末 

剤 ，錠剤等の剤形の 加工会見」の 販売禁止について (PDF:5l0KB) 

・クローン技術を 利用した食品について 

・中国製ダイエット 用 健康食品等関連情報 

口 消費者向け情報 ロ 事業者向け情報 

O ノ 。 ワハハ斥ノハ Ⅰ /07 つ 1 . ワ 0 
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1 . はじめに 

2. リスク コ ミュニケーションの 取組の現状について 
の分析評価 
( 「 ) 意見交換会 
(2) ホームページ 
(3) リスクコミュニケータ 一のトレーニンバ 
(4  )  その他 

3. 今後改善すべき 事項 

4. おわりに 

( 参考資料 ) 
0 事例研究 
「病原性大腸菌 01 5 7 集団食中毒事件への 対応について 
の 考察」 

0 チェツクリスト など 
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食の安全を求めて 
一 コミュニケーションれ 丈 j 去一 
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食の安全を求め   
- コミ コ ニケーション 技法 - 

@@@ 

甲子園大学人間文化学部 @@@@ @@@@ 
金川智志 ⅠⅠ ぼ： ●● 蟻 ● 

@         
  

Copyri   ht:   PO@Rsk@Commu Ⅰ     cati   n@Research@Center 

      
概念の定義                 

- 「危険 l にまつわる誤解・ 誤認 -   

危険ⅠⅠ安全 

クライシス ケ rr 
実際に発生した 事故や災害がちに ちす 
危険性 

    '" 。 二二あ 
生命の安全や 健康、 資産や環境に 、 
危険や傷害など 望ましくない 事象を 
発生させる可能性・ 確率、 ないしは 
期待損失 

Ⅰ
 



" ム @ 局 
コミ コ ニケーションの 3 棟 祐 

危険性回避への 態度変容を目的として 行うコミ コ ニケ ー ション。 
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  11. クライシスコミ コ ニケーション   

実際に災害が 発生した後、 関係者に関連事項を 伝達する、 
災害マネジメントの 一環としてのコミュニケーション。 
現実に発生した 災害、 即ち、 事実に基礎を 置いたコミュニケーション 

  111, リスクコミ コ ニケーション 

対象の持つ危険性や 障害の可能性について、 どの程度なら 受け入れ 
られるのかについて、 関係者がともに 考ス 、 合意形成を図るために 行 

うコミ コ ニケーション。 

Ⅱ 
l 」 スク コミ コ ニケーター養成プロバラムの 溝 

Ⅰ・講義 
一 リスクコミュニケーションの 背後にあ る思想や価値観について 

一 コンテンツ・フレゼンテーションについて 

一 リスク分析におけるリスクコミ コ ニケーションの 位置づけ 

一専門家を纏める 技術 

2  .  実習 く十 即時的フイード / ドック   
一 コンテンツ : フレス発表用の 原稿作成 

一フレゼンテーション : フレス発表の role.playing 

3  .  実習の効果性維持のための 規範形成 
一リスクコミ コ ニケータ一の 現場でのスムーズな 活躍を可能にする 

組織作り・規範作り 

2
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Ⅰフェアネス 基準モデル 正確 

真実性 
開示 

隠蔽なし 

フェア ネス 
平 明   

配慮性 尊重 

発言 

 
 

 
 
●
●
●
●
●
 

●
●
●
●
Ⅰ
Ⅰ
 

：
 
性
 

ン
実
 

3
 
百
（
 

シ
ス
 

一
 ネ
 

ケ
 ア
 

一
一
工
 

コ
フ
 

Ⅱ
Ⅱ
 
へ
 

コ
の
 

ク
編
 

ス
容
 

リ
内
 

 
 
3
 
Ⅱ
 
ム
 り
 

果
 
効
 
父
 

「・ 正確性 
夫 コミ コ ニケートする 情報 C リスクの種類、 程度、 被害の大きさ 等 ) が 科学的に正確で 

あ るか、 矛盾 は ないか、 リスクを測定したり 評価したのほ 誰か等を慎重に 検討すること 

古内容が、 論理的、 時間的に一貫していること、 また人を超えて 一貫していること。 

百 テーマを明確に。 伝えるべき内容が 多いときには 複数回に分けてリリースする。 

2.  H 示 
舌 要求された情報 は 可能な限り提供する。 ただし、 セキ コ リティ、 特許、 フライバシ一に 

関する情報ほこの 眼りでほない。 

女役に立っと 居 れれる情報 は 積極的に提供。 リスク情報は 先に提供した 方が信頼感を 増す。 

3. 隠蔽感のなさ 
七情報発信者にとって 都合のよい情報だけでほなく、 具合の悪い情報も、 リスクはリスク と 
して 正枝堂尺と 述べる。 このフェア 一 さが情報の受け 手に対する信頼性獲得の 鍵となる。 
帝嘘は 絶対に言わない。 嘘は 必ず ぽ れる。 ぼれた後の修復は 大変で、 それまで培った 信頼性 
は一挙に覆る。 

百 クイックレスポンスが 重要。 発表に時間がかかりすきると、 事実を隠しているのでほと 疑   
3
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「・平明さ 
炎 素人に通じるよさに、 説明ほやさし い 表現に。 わかりやすい 地楡 ち 有効。 

昔 リスクを正しく 伝えるということは、 専門家が、 正確で科学的な 表現をするこ 
とと決して同じで は ない。 

2. 尊重 
七情報の受け 手の関心や価値観に 則った内容であ ること。 柏手のおかれた 状況や 
立場、 性格、 知識等を理解した 上で言葉を選付こと。 
六 % 手 のこころに訴えること。 受け手の疑問や 不安に訴える 言葉が、 簡潔な表現 
で 送り手から発せられると、 受け手 は 強い感情的共感を 示す。 

3.  発言の機会 
炎 質問 ゃ 意見の発言機会が 与えられ、 具体的問 い合 わせ先などが 明示されている。 
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「・誤つた情報を 流された場合は 必 す 指摘すること 
音 受け手は意図的、 或ぃほ 無意識的に誤った 情報と流すことがあ る。 そのときは必ず 誤り 
を指摘して、 訂正を求めること。 

2.  二者択一的な 質問にほ答えないこと 
昔 リスクコミ コ ニケーションで 論じられる対象 は、 多くの場合．不確定性に 満ちていて、 
YES Ⅲ 0 で答えられないことが 多い。 

3. 仮定の質問には 答えないこと 
昔 不確定な事象であ っても，そこに 勝手な仮定を 置いてしまえ ぽ 、 たいていの問題 は 一定 

の方向に誘導されてしまう 可能性があ る。 

4. 誘導尋問にうっかり 乗らないこと 
5.  噂や伝聞に基 J く 話にのらなし ¥ こと 

昔 このような場合、 で軽くあ しらうのがよい。 " 噂は無責任といますが 本当ですね " 等というように、 質問者を諭す 形 
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「・一度に話す 柏手は一人だけに 限ること 
昔 複数の者が同時に 話しかけてきたときは、 一方を制して 待たせる。 

2, 主導権 は主催者が握ること 
昔 リスクコミュニケション は 、 共 考の場ではあ るが、 場の主導権 は送り手側で 確 
保するよさに 勤めるべき。 

3. 会場では壁を 背にして空間をあ けないこと 
女相手方が背後に 回ると不安感が 出て答えられなくなることが 多い。 

4. 壇上に上がら 低い 
安平面でな い 部屋なら、 むしろ柏手を 壇上に上けるほうがよい。 

5. 事前の @ ハーサルをせよ 
古鏡 に 向かって声を 出しながら練習するのが 有効。 

5
 



  
リスクコミ コ ニケーションを 支えるシステム 作り                   

の 危機管理システムの 構築・ 

「・ l 」スクマネジメントのチームを 中っておくこと 
帝 広報担当者 はプ レゼンの専門家であ って、 リスクの専門家でほない。 広報担当 
者を支えるリスクマの 専門家から成るリスウネジメントのチームを 日頃 から用 
意して お く必要があ る。 フレゼンテーションのコンテンツについてほこのチー 
ムが決定する。 

2. どのような @ スクが発生するか、 日頃 から点検しておく 
帝日本人は日頃 から安全な社会に 馴れ、 危機 意 iB@ が 欠な ロ しているから、 この点に 
は 特に要注意。 
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｜
 「．フレゼンに 際しては、 原則として訓練を 受けた専門家が 対 
府 すること 
帝大臣や社長などの 責任者がやむなく プ レゼンをするときは、 事前に プ ロの指導 
のもとにリハーウルをしておくこと。 

2. 広報の窓口は「本に 絞ること 
帝 現場への直接の 取材は断り、 原則として広報を 通すように徹底する。 その代ね 
り 、 広報 は 、 面倒をいとれず 必ず対応すること。 

女 柏手方が背後に 回ると不安感が 出て答えられなくなることが 多い。 
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リスクコミ コ ニケーションを 支えるシステム 作り                   

③ステークホルダーとの 連携・ 

「・マスメディアとの 良好な関係の 維持 
安抱さ 込むのでち、 敵対するのでもな い 自然な関係を 作ること。 

女 災害 時 だけでなく、 菩 段から定例の 会見を設定し、 些細なことでもリリース し 、 情報を隠 
さないという 姿勢を見せることが 重要。 

2. 地域住民 ゆ 市民団体との 日頃 からのパートブーシップ 
百 地域住民とほ 日頃 から関係を作っておくこと。 この何気ない 日常的な関係が 信頼関係のも 
とになる。 

3. 信頼できる専門組織 ゆ 機関と連帯すること 
夫朝族珊 をち つフコ 集団ほ い さというとき 大きな カ となる。 割き小目 談 に乗ってもらえる 関 
係を日頃 から作って お くこと。 

4. 全てのステークホルターへの 連絡をもらさないように 
古関係者への 連絡に漏れがないよう、 連絡先のリストを 完備しておくこと。 また連絡はでき 
る 限り迅速にすること。 

    

    
l 」 スク コミ コ ニケーションを 支える価値観                         

従来の価値観からの 脱却 " " 

「． 中心的価値は 国民 

2. 信頼性の獲得 
炎 信頼は、 情報公開を含む、 フェアな政策決定過程とそれを 実行する能力への 
評価によって 醸成される。 
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リスクコミ コ ニ ケ 一 ションの目脂 
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